
第14章 土の三軸圧縮試験

1. はじめに

1.1三軸圧縮試験における粘着力とせん断抵抗角とは

土のせん断強さとは ， 破壊時において破壊面上に作用しているせん断応力である。 いくつかの拘束

圧のもとでのせん断強さを求めることができれば その結果を連ねることによりク ー ロンの破壊規準

(p.120の図1参照） を適用することができる。 しかし ． 三軸圧縮試験では破壊面の測定が難しいため ．

直接的にせん断強さを求めることができない。 そこで ， 破壊IIかの拘束I.I:と）じ縮強さ(U、む）J派のi立大

値） に基づいて決定されるモ ー ルPlに対して ． モ ー ルの破壊即論を適Illし ． その他絡線を破J災規ffとし

ている。これがモ ー ル ・ ク ー ロンの破壊規準である。 土の強度定数である1礼府）J C とせん断抵抗角¢

は ， この破壊規準線のり）片と傾きをそれぞれ示している。

本章では 以下に示すcu試験を除いた3種類の三軸圧縮試験の方法を解説している。

1.2試験方法の概略

土のせん断強さは ． せん断に先\'(って/[:密を行うかせん1祈中に排水を， 1乍すかどうかによって大きく

異なる(p.1209参照）。そこで ， 三軸圧縮試験では， 圧密時とせん断時の排水条件および間隙水圧の

測定を組み合わせて4種類の試験を規定している。したがって原位附の状態に近い条件に合わせて試

験を行い ， その土の強度 ・ 変形特性を求めるのが原則である。 三軸圧縮試験における作業の流れを図—

14.1に ， 試験の種類 ． 適用土質 ． 試験条件 ． 求められる強度定数を表-14.1にまとめた。

図ー14.1三軸圧縮試験における作業の流れ

表-14.1三軸圧縮試験の種類と試験結果の利用例

試験の種類 適用土質 排水バルプの状態 間隙水圧 求められる 試験結果の利用例圧密過程 翰圧縮過程 の測定 強度定数
非圧密非排水 飽和 閉じる 閉じる しない Cu, t/J u 

非排水せん断強さの推定， 粘性土地盤の短
(UU) 試験 粘性土 期安定問題 ． 支持カ・土圧の卯定
圧密非排水 しない 粘性上地盤を1王密させてからの短期安定I関
(CU) 試験 飽和 開ける 閉じる Ccu• c/Jcu• 題 ． 強度増加率sufpの推定
圧密非排水 粘性土

する
s.lp 上記およぴ有効応力に基づく強度定数を有

（回）試験 c'. t/1' 効応力解析に用いる
圧密排水 飽和土 開ける 開ける しない Cd. 伽

砂質土地盤の安定問題 ． 盛土の緩速施工 ．

(CD) 試験 粘性上地盤掘削時の長期安定問題
注） cu試験とCLi試験では ． 間隙水圧の測定の有無と軸ひずみ速度が異なる (CU 試験では 1%/min) 。

1.3結果の利用

各三軸圧縮試験の試験結果の利用例を上記の表—14.1にまとめた。

1.4結果の目安

通常正規圧密粘土のUU 試験による強度定数は 1/>u = 0° , l\1 
= Su となり．有効土被り圧p。との比 SufP。

は0.36程度となる。ぽ］試験による正規圧密領域における強度増加率 SufPは0.2~0.45程度となる。

CD試験による強度定数％は土質 ， 間隙比によって26~45 °程度となる（図-14.14参照）。
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